
 

～新渡戸記念の～  

『言葉の院外処方箋』 
                新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

第50回『「逆境も順境となる」  

～ 恐れてはならない。 おののいてはならない。 〜』 

 

『がん哲学外来永福南カフェ２周年記念オンライン特別講演会：「逆境も順境

となる」〜 がんは「内なる人」を侵せない 〜』（代表者：伊藤暢人 牧師 担

当者：棟方真弓 氏； 永福南キリスト教会 に於いて）に赴いた。  筆者は、早

めに到着したので、神田川の川べり、「むつみ橋」で 満開の桜見した。  講演

会は、対面と Zoom のハイブリドであった。  質問が多数あった。  講演後は、

面談を Zoomで行なった。  Zoom での「がん哲学外来」は、はじめての経験であ

った。  遠く大阪からの参加もあった。  これもコロナ時代における対応であ

ろう！  今回は、大半、貴重な時が与えられた。  スタッフの皆様も熱意には、

大いに感動した。 

 

早速、参加されていた「がん哲学外来さいわいカフェ in茨城・筑西」代表の海

老澤規子 氏から絵葉書『逆境も順境となる』（画像 1）が送られてきた。  ま

た、「メディカルカフェ in 東白楽」代表の原田詠子 氏からも、「本日の永福

南 zoom講演会カフェも素晴らしかったです。  先生の真っ直ぐで ブレること

のない お言葉により、参加者様の心に 新たな種が蒔かれた事を 信じています。  

どんな所でも花は咲く。 がんも人も同じですね。」と「花」の写真が送られて

きた（画像 2）。  さらに、『埼玉の養護教諭の方からは「樋野先生に、是非学

校に来ていただいてお話をと話されてました。」、  面談したかたからは「樋

野先生と、直接お話ができ、嬉しく心温まり感謝と連絡いただきました。」』 と

の連絡が届いた。  「種蒔く者には種を与え、」（イザヤ書 55章 10節）、「呼

んでください。私は答えます。」（ヨブ記 13章 22節）が、鮮明に蘇ってきた。

本当に、充実した有意義な講演会であった。  ただただ感謝である。  まさに、

「強くあれ。 雄雄しくあれ。 恐れてはならない。 おののいてはならない。」

（ヨシュア記 1章 9節）の時代であろう！ 
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